
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経 歴 
 
昭和３０年４月大峰沼畔で発会。 
  矢木沢ダム水没地内調査、尾瀬道路問題、玉原ダム建設の伴う湿原水没の危機に
当たり要望書の提出、尾瀬を守る連絡会議に参加、鎮守の森調査、奥鬼怒スーパー
林道反対県自然保護団体連絡協議会に参加、自然保護シンポジウム「尾瀬周辺の自
然と林道問題」に参加、世界野生生物基金日本委員会よりの助成を受ける、（財）
日本自然保護協会主催、全国一斉ブナの森自然観察会に参加、玉原の開発と自然を
語る会を開催、「身近な自然を見直そう」展及び尾瀬をとりまく自然保護シンポジ
ュウムを開催、（財）日本自然保護協会プロナトゥ－ラファンドの助成を受ける、
自然観察ガイドブック「玉原の自然観察」刊行、玉原の自然展及びシンポジュウム
「森林文化を求めて」を開催、佐武流山周辺生態系保護地域について群馬県側大高
山南面及び白砂山南面まで拡大するように陳情書を前橋営林局に提出（自然維持
林として指定される）、森で歌おうフェスティバル主催、自然観察会に協力、武尊
山登山道整備改修・造成に関する要望書を県知事、環境局長、営林局長、営林署長、
沼田市長、市議会議長宛に提出。武尊山登山道整備に反対決議、「道を考える会’
９７」を開催、平成１２年度２５年度群馬銀行環境財団賞受賞、ブナ幼木移植作業
始める、群馬県環境功績賞受賞、沼田市玉原スキーリゾート周辺で計画されている
群馬県防災航空訓練の計画に反対する要望書提出、玉原の自然ポケットガイド発
行、発会５０周年記念 発表・展示・講演会を開催、平成１９年度地域環境保全功
労者環境大臣表彰受賞、玉原コースガイド発刊、メモリアルブナ処理、コープ群馬
「環境賞」受賞、第 27 回森林レクレーション地域美化コンクール・林野庁長官賞、
平成２７年発会６０周年記念講演会・祝賀会開催、Nacs-J 日本自然保護大賞入賞、
玉原湿原ミズバショウのニホンジカ食害対策ネット張り実施、＜フォーラム＞玉
原高原のニホンジカ食害を考える開催、FM ・OZE ハートウォーミング大賞特別賞
受賞。令和５年５月２９日〔玉原湿原〕「未来に残したい草原の里１００選」に選
定される、令和５年度第２７回ぐんぎん財団環境賞受賞、令和６年６月１８日「森
の博物館玉原」の保全活動推進のための運営協議会・協定締結（沼田市・本会・東
急リゾーツ＆ステイ株式会社玉原東急リゾート）、令和７年６月３０日国民参加の
森づくり「多様な活動の森（森の博物館 玉原)協定締結、令和７年１２月１６日自
然共生サイト（連携増進活動計画）認定、現在に至る。 
 

あなたも豊かな自然を次代に伝える活動を一緒にやってみませんか 

年会費１，０００円で、どなたも入会いただけます。 

 

協定締結 式 月例観察 会 

ブナ幼木移植作業 夏休み子ども自然観察教室 

主な活動 
 
※月例観察会の開催 

５月～１１月の第２日曜日１０時～ 

集合：玉原自然環境センター前 

※ブナ幼木の移植 ６月  玉原中心広場 

※環境フォーラムぬまた  ６月  

              会場：沼田市役所１階防災広場ミッテ 

※夏休み子ども自然観察教室 ７月 場所：玉原高原 

※夏の会員研修会   ８月 場所：日帰りで県内外 

※外来植物除去作業 ９月 場所：玉原高原 

※秋の会員研修会   １０月   場所：玉原高原 

※市文化祭参加 １１月上旬 場所：利根沼田文化会館 

※雪上観察会     ３月   場所：玉原高原 
 
玉原花ごよみ等植物の調査、群馬県自然史博物館と動物等の調査、 
コースガイドの編集、ぐんまの自然の「いま」を伝える報告会へ
の参加などの、活動を行っています。 

連 絡 先 
 
 会 長 角田 実  〒378-0017  沼田市坊新田町 1263-3 
               FAX 0278-23-3527    
          e-mail  m.tsunoda0723@gmail.com 
 
 事務局 濱田 誠 〒378-0054 沼田市西原新町 1339-5 
               FAX 0278-24-9768   
               e-mail  hamada817pororin@kzh.biglobe.ne.jp 


